
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児向け 

 

としょかんがでてくるえほん 

あるひ、ぼくがとしょか

んのまどをみていると、こ

いぬがすわっていた。こい

ぬは「ぼくのとしょかんへ

いってみないかい？」とぼ

くをさそってくれたんだ。 

『本がきらい本がすき』 

マリアホ・イルストゥラホ／さく・え 

おかわ さら／やく ＫＴＣ中央出版 

『ごほん！ごほん！ごほん！』 

デボラ・ブラス／ぶん ティファニー・ビーク／え 

おがわ ひとみ／やく 評論社 

『きょうりゅうバスでとしょかんへ』 

リウ スーユエン／文  

リン シャオペイ／絵 石田 稔／訳 

世界文化社 

『よるのとしょかん』 

カズノ・コハラ／作 石津 ちひろ／訳 

光村教育図書 

『ふねのとしょかん』 

いしい つとむ／〔作〕 文研出版 

『ポチポチのとしょかん』 

いがわ ゆりこ／文・絵 文渓堂 

まきばのどうぶつ

たちが、としょかんへ

やってきた。でも、と

しょかんのししょさ

んは、どうぶつたちの

ことばがわからず、こ

まってしまい…。 

ここは、よるだけあい

ている、よるのとしょか

ん。カリーナと３わのふ

くろうたちが、はたらい

ています。きょうは、ど

んなおきゃくさんがやっ

てくるのでしょう。 

せっかくのやすみな

のに、ほんをよまなき

ゃいけないなんて、そ

んなのいやだ。としょ

かんにいくなんて、ほ

んとさいあくとおも

っていたけど…。 

ミミとココとフェイフ

ェイは、としょかんのおは

なしのじかんにおくれそ

う。でも、だいしょうぶ！

きょうりゅうバスにのれ

ばあっというまにとしょ

かんにとうちゃくするよ。 

きょう、ぼくははじめ

て“ふねのとしょかん”

にのるんだ。ふねのなか

は、ほんでいっぱい。お

ともだちもたくさんい

るよ！ 


